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指標の説明

H16実績

平成16～18年度

○物品の不用品処分決定について、より効率的な処
理が図れるよう決定権限を調達契約課長から主管の
長へ改正するなど、見直しを行なった。

平成１８年度

○物品調達については、原則１０万円以上分は競争
により契約しているが、先に契約したものを追加発注
する方が有利に契約できる場合もあるため、競争によ
る率の向上に結びつかない面もある。
また、賃貸借契約や消耗品の購入など、各所属で契
約できる専決権限を改正し、契約事務の効率化を図っ
た。
○業務委託契約については、物品調達契約に比べ随
意契約の割合が高いため、行政経営委員会外部委託
等適格審査部会において、委託契約予定業務の契約
方法や積算内訳等を事前に審査し、適正な随意契約
の発注に努めた。

○　任務に対する評価

平成１６～１７年度

H17実績

58.87%
60.00%

行政経営戦略プラン現況報告書

任務の成果・活動指標の推移

H14実績 －

基本目的　９ 行政機能が高くなる

（所管課名　　税務理財部調達契約課）行動目標　９－２ 公正で効率的な行政運営を行う

H15実績

H18目標

H14実績

－

-
-

70.00%

契約方法が競争による率（業務委託）
　　

H15実績

H17実績 90.00%

○ホームページへのアクセス件数が目標を大きく超え
ている状況をみると、情報公表の手段としてホーム
ページは効率的かつ有効な手段と考えられる。ホーム
ページを利用した情報の公表について、物品・印刷関
係は対象が小額であり、件数も多いため課題が多い
が、一定額以上の契約状況の公表など工夫しながら
情報の拡大に努めていく。
○物品関係の電子入札については、県下市町村共同
電子入札システムの中で検討していく。

これからの課題、施策等展開の方向性

有利な条件を表す指標としては落札率が考えられる
が、上記の契約種別は予定価格を過去の実績や市
場の実勢価格により設定しているため、指標として適
切でない。そこで、契約全体のうちどれだけ競争性を
持たせた契約方式としたかを指標とした。

H18目標 90.00%

H18目標 60.00%

H15実績 -

契約方法が競争による率（印刷）
H14実績 -

H16実績 91.52%

70.00%

任務 有利な条件で契約を締結する

H16実績 70.89%

契約方法が競争による率（物品調達）
これまでの取組と成果、手段の妥当性

H17実績

契約方法が競争による率（物品調達）

62.0%

64.0%

66.0%

68.0%

70.0%

72.0%

74.0%
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